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10月20日(土)
大人気映画の監督が講演を行いました

今年「カメラを止めるな！」で大ブレイクした上
うえ

田
だ

慎一郎
し ん い ち ろ う

監

督が、地元である木之本に凱旋し、講演会と上映会が開催され

ました。

このイベントは上田監督の幼馴染みや有志が中心となって、

クラウドファンディングで資金を募って実現しました。

講演会では少年時代の思い出や映画作りについて語られ、会

場は時折大きな笑いが起こるなど大いに盛り上がりました。

長浜市公式SNS
このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さん

の活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を

紹介します。あなたが知っている旬の話題など

があれば、市民広報課（☎65－6504）までお知

らせください。

11月４日(日)
余呉の魅力を再確認しました

余呉小中学校と余呉文化ホールで余呉小中学校開校記念「は

ごろもフェスティバル」が行われました。

会場では子どもたちの学習「余呉を楽しむプロジェクト」の

取組の発表や、劇やコンサートなどが行われました。また、余

呉小中学校のプールにニジマスを放流し釣り大会が行われ、参

加した人は釣った魚を焼いて食べたりするなど、余呉の魅力に

触れながら楽しみました。

11月10日(土)
５万球の電球で彩られる長浜の玄関口　

駅前をＬＥＤ電球で彩る「エキマエイルミネーション」の点灯

式が長浜駅東口で行われました。

これは長浜の玄関口である駅前を新たな観光・ＳＮＳスポット

にしようと長浜青年会議所が企画したもので、今年初めて開催さ

れました。多くの人たちが訪れ、幻想的な光景を楽しみました。

点灯は１月14日(月・祝)まで行われる予定です。

11月10日(土)
先人の教えを改めて心に刻みました
富永小学校の全校児童が郷土の先人・雨森芳洲の生涯をミュー

ジカルで演じました。

昨年、朝鮮通信使に関する記録がユネスコ世界の記憶に登録さ

れ、世界的にも注目が集まっている雨森芳洲。富永小学校では毎

年ミュージカルの上演をとおして芳洲の教えを学んでいます。

子どもたちの熱のこもった演技に、満員の観客から惜しみない

拍手が贈られました。

11月10日(土)
平和な世界を願い
「長浜市平和祈念式典」が湖北文化ホールで行われ、戦没者の

遺族や市内の小中学生、関係機関などが参加しました。

式典では市遺族会会長が追悼の辞が述べたほか、献花が行われ

ました。

また湖北中学校の生徒による戦跡訪問事業の感想文発表が行わ

れ、一人ひとりが戦争の悲しみ、平和への思いを胸に刻みまし

た。

▲市ホームページ ▲ほっとにゅ〜す

●長浜の催しや風景など、自慢の一枚をインスタグラムに投稿してください。
長浜市公式インスタグラムアカウント「#みんなのちょぴっく」で紹介しま
す。詳しくは市ホームページをご覧ください。

●見聞録のイベントは市公式Facebookページでもさらに詳しくみることができ
ます。

10月21日(日)
地域の伝統芸能を身近に

北国街道木之本宿で、市内外から４つの団体による演舞や演

奏が行われる「長浜の祭りと芸能」が開かれました。

市内からはまつりの壱番山で演じられる「長浜曳山祭三番

叟」と、富田町に伝わる「冨田人形」が披露されました。

このほか、市外からは高島市の「高島音頭」、福井県敦賀市

の「赤崎獅子舞」が参加し、ともにイベントを盛り上げまし

た。

10月28日(日)
湖北の職や魅力を体験

内保町の「暮らしギャラリーふくらの杜」で、「つなぐマル

シェ」が開催されました。

この催しは、湖北の恵みを活かした人々の知恵や技を、現在

の人たちに伝えようと主婦３人で結成された団体「Tsunagu

（ツナグ)」が企画したもので、今年で２回目。

湖北を代表する保存食「打ち豆」づくりなど湖北の食文化な

どを楽しめる催しが多数行われました。

10月28日(日)
秋の深まりを感じながらのお茶会

古くからお茶にゆかりのある木之本町古橋の己高庵で「第22

回己高庵秋季茶会」が開催されました。

これは地元有志で作る「己高庵茶室運営委員会」が行ってい

るものです。

「裏
うら

千
せん

家
け

淡交会
た ん こ う か い

滋賀支部」のメンバーの協力のもと、お茶と

お菓子が振舞われたほか、高時小学校・木之本小学校・伊香具

小学校の児童たちが訪れた人たちをもてなしました。


